
平成 27 年度 第 3 回理事会

場所：谷野呉山病院

日時：平成 27 年 7 月 13 日（月）19：00 より 22:00

参加者：田村、松岡、広野、作田、浅生、田邊、丸本、吉波、高林、松本、谷口、島津、

齋藤、

以下の事について検討した。

〈報告事項〉

1. 第 3 回 47 都道府県委員会 7月 25日、26日東京。会長代理丸本氏、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ出席島津氏。

事前アンケート（制度対策－小児部門、地域ケア会議について）は、田村会長返答送付

（7月 20日締切）

2. 健康と長寿の祭典。11月 10、11 日 県民会館にて開催

－普及指導事業部 作業療法紹介、作品展示・販売

大会長表彰（健康増進部門）－早川氏推薦、知事表彰（公衆衛生事業功労）－田村氏推薦

3．作業療法体験会－7月 26日厚生連高岡病院。8月 24日県立中央病院。

4．平成 27年度地域医療再生リハビリ従事者業務啓発事業費補助金 30 万円の交付決定通知

（5月 18日）

5．訪問リハビリテーション地域リーダー会議 5月 21、22 日 東京。田邊氏、河原氏出席。

訪問リハビリの効果検証のためのデータ収集が全体的な取り組みとして必要。

8月 9日にリスク管理研修を予定しているが、2月に活動と参加に向けたテーマを予定。

関係職種向けのパンフレットを作成予定。

6．生活行為向上マネジメント、認知症初期集中支援研修会開催状況。

生活行為：先日、委員会を行い、方針など確認した。15日に再度かみいち総合病院にて

委員会予定。

認知症：6/14 190 名余りの参加。7/5 は 80 名余りの参加。次回は、11/15 富山医療福祉

専門学校にて開催予定。

メール・アカウント取得し、クラウド管理開始。ＨＰからの問い合わせ方法を検討中。

8．第 56 回全国研修会の進捗状況

協会とやり取りをしながら進めている。当日は、実行委員の他、理事にも接待などの

協力をお願いする。

財務部の混乱を避けるため、県士会口座と別に全国研修会用の口座を作る。

タイムスケジュールを作り、シュミレーションして課題を検討する。

9．各部会より

・発達部会－7月 26日 特別支援教育に関する研修会 富山医療福祉専門学校にて

9時 30分より 15時 30分で予定。90 名以上の参加見込み。

・教育部－現職者共通研修 7月 26日１日、27日・ 8月 10 日午後半日予定。

現職者選択研修・精神分野 11 月 22 日予定。

・生涯教育推進委員会－6月 20日藤井氏出席

①生活行為向上マネジメント研修会の参加に関しては、協会番号と氏名がある書式に

合わせ、教育部で参加者の把握を行う。

②各地区の事例検討会と生活行為向上マネジメントの事例検討会を合わせて行うこ

とは、推進委員のマンパワーや運営上課題があるため難しい。

・体験会について－申し込みを締め切り、高岡３２名、富山２７名の参加申し込みあり。

作田（高岡地区）、広野（富山地区）参加予定。

〈検討事項〉



1. 生活行為向上マネジメント研修会について

現段階として、算定要件として認められているのは、デイケア協会などの団体の研修会で

あり、県士会で行う研修会は該当しない。また、協会からの終了証と算定要件を満たすこ

とが同じではないことを明確にする必要がある。

研修を開催する目的は、作業療法士のツールとして、生活行為マネジメントを身に付け、

地域ケア会議や臨床などで活用していくことである。

2. 東海北陸リーダー研修

12月 5 日、6日静岡県にて予定。県士会より理事 1名、部長 4名。

参加者は、次の参加者への報告書や引継ぎを行う。平成 28年度は富山県が会場となる

見込み。

3. 精神保健福祉研修会：協賛金 10,000 円承諾。ボランティアを新川地区の会員を中心に募る。

4．懇親会の日程：全国研修会後で日程調整する。

5．新人の部会割り振りについて

松岡氏より各部長に連絡し、新規入会者にお知らせする。

総会に参加されていなかった入会者は、松岡氏が調整し割り振る。

6．富山県高齢福祉課より：アンケート結果を知りたいとの連絡あり。９月以降に返答予定。

7．会費値上げについて

県内各施設のリーダーを集めてのリーダー研修会を開催し、生活行為向上マネジメント・

認知症初期集中支援チーム・災害リハビリテーションなど協会や県士会での取り組みの進

捗状況を報告し，その機会に会費を値上げする方向性について説明する予定。開催日程に

ついては次回理事会で検討。

次回：8月 10 日月曜日 19 時より 谷野呉山病院にて （書記：浅生氏）


